
円.

大
直
同
隼
穴

n
-
Z
I
-
-
H宿
三
荷
揚
偏
智
認
可

a

毎
司
-
回
一
回
現
行
》

論
醐

資
本
利
子
税
に
就
き
て
:
:
・
:
:
;
:
:
法
相
宇
博
士
神
戸
正
雄

経
済
理
論
に
於
け
る
勢
力
の
地
位
・
:
・
:
:
文
事
博
士
高
田
保
馬

陪

時

論

制
中
小
商
工
業
の
更
生
と
組
合
運
動
-
:
:
抑
制
連
午
博
士
谷
口
古
彦

げ

一

一

冊

究

十
濁
逸
の
本
位
制
度
・
:
・
・
:
・
:
・
:
:
・
絡
ま
千
士
島
本
融

一

カ

ル

テ

ル

活

動

の

分

析

・

:

経

由

主

で

ヱ

回

杉

競

月
ヴ
ィ
ク
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論
・
E
E
-
-
:
・
・
:
:
俺
空
軍
兵
青
山
秀
夫

日曹行

韓

轄

理

叢fE! 

大
阪
の
刷
子
工
業
都
府
船
の
愛
達
:
:
:
;
:
:
極
海
畢
士
堀
江
保
蔵

配
賦
税
制
度
日
山
配
分
標
準
に
就
て
-
j
i
-
-
-
樫
空
事
士
佐
伯
玄
洞

商
業
論
マ
ル
ク
ス
設
の
一
批
判
者
・
:
・
絡
主
主
松
井
清

脚

川

錦

町

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



ヤ
イ
ク
ぜ
ん
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

七
O
削

ウ‘

の
自
然
利
子
論

(
下
)

セー

Jレ

イ

ク

主主二
門

111 

日目

第
五
放

仁ラ

秀

ブ、;

以
上
に
於
て
耳
目
々
は
、
山
ア
イ
ク
ぜ
ル
が
そ
れ
に
於
で
自
然
利
子
の
問
題
を
取
扱
ム
所
の
、
静
態
的
嵐
長
粧
務
が
何
ん
で
あ
Z
か
に
つ
い
て
、
又
自
然

利
子
論
に
於
げ
る
若
干
の
基
礎
概
念
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
自
然
利
子
論
の
構
成
原
理
は
院
に
そ
の
中
に
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
迂
回
生
産
の
期

間
延
長
は
利
子
支
挽
ひ
の
源
泉
た
る
徐
剰
取
盆
を
生
宇
る
。
然
る
に
此
の
迂
回
生
産
の
期
聞
は
同
氏
経
済
に
於
げ
る
資
本
の
総
量
に
よ
っ
て
限
定
せ

ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
利
子
は
資
本
の
生
産
カ
に
依
つ
で
定
ま
る
が
、
此
の
決
定
閥
係
の
中
に
主
産
期
聞
の
要
素
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
十
り
ザ
ィ
ク
ゼ
u
y

ほ
肱
越
の
如
〈
数
理
的
方
法
令
-
用
ぴ
て
考
察
を
一
一
暦
精
密
な
ら
し
め
る
。
彼
は
、

ラ
ス
に
な
ら
つ
も
若
干
の
生
産
の
方
程
式
を
樹
て
、
此
の
生
産
の
方
程
式
に
交
換
の
方
程
式
を
結
び
付
け
る
こ

E

ワ

ノV

に
よ
っ
て
、
諸
冷
の
財
債
格
及
ぴ
生
産
物
数
量
の
同
時
的
決
定
の
機
構
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
「
園
民
経
糟
の

均
衡
航
態
へ
の
傾
向
は
そ
の
時
冷
に
存
在
す
る
興
件
へ
の
趨
臆
と
し
て
現
は
れ
、
財
の
債
格
及
び
数
量
を
決
定
す

る
手
段
を
一
台
ム
ザ
に
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
闘
民
経
済
の
均
衡
へ
の
観
鮪
の
下
山
」
蛭
掛
生
活
を
記

述
す
る
こ
と
を
以
て
一
一
般
均
衡
論
の
課
題
と
な
す
な
ら
ば
、
此
の
意
味
に
於
て
ず
イ
ク
ゼ
Y
も
亦
一
般
均
衡
論
の

立
場
に
立
っ
と
一
再
ひ
得
る
。
然
し
乍
ら
、

ゲ

4

グ
ゼ
Y
は
か
〈
の
如
〈
債
格
形
成
機
構
と
し
て
一
一
世
均
衡
を
取
扱

Uber Wert， S. '42. Geldzin5， S. 122 
Schumpeter， Theor. d. wirts. Enh~，r.， S. 94. 2) 



ふ
と
は
い
ふ
も
の
の
、
彼
が
此
の
研
究
に
於
て
用
ひ
た
原
理
、
並
び
に
そ
の
数
式
的
表
現
た
る
方
程
式
は
純
粋
経

済
墜
の
主
流
と
は
ぞ
の
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

既
速
の
如
〈
ゲ
イ
グ
ゼ

Y
は
自
ら
限
界
生
産
力
説
の
支
持
者
た
る
こ
と
を
調
理
明
し
、

且
そ
の
一
五
ふ
所
は
一
見
ヲ

ぞ
プ
ス
の
所
設
と
符
節
を
合
す
る
却
く
で
あ
る
。
然
し
勢
賃
基
金
設
を
も
と
り
入
れ
る
が
故
に
、
そ
の
内
容
は
必

や
し
も
同
一
で
は
な
い
。
五
口
々
は
此
の
黙
を
手
懸
り
と
し
て
、
説
明
を
準
め
よ
う
と
思
ふ
。

一
般
に
均
街
駅
態
は
費
用
法
則
の
賞
現
を
以
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、

ヴ
ィ
ク

J
t
y

に
あ
っ
て
は
「
畢
一
党
費
用

法
則
は
、
生
産
諸
要
素
の
報
酬
(
勢
賃
・
地
代
・
利
潤
)
は
、
自
由
競
手
の
下
で
は
全
産
業
を
通
じ
て
同
じ
高
さ
を
保
つ
、

乃
至
は
平
均
化
す
傾
向
を
有
す
誌
と
い
ふ
一
定
似
的
に
正
し
い
認
識
の
系
、
北
引
く
は
他
の
表
現
に
過
ぎ
な
八
円
。
し
一
郎
ち

K
円
FJ

主

)

、

九

i
E
1日
)
杯
h
f
j
H
L
4川
町
三
百

L
S
o

r
b
J
'
u
m
H
1
1
4
h
u
「
ピ
I
H
U
-
J
z
.
4
t
l
r
L
l
u
J
E
4世

1
ル
A
J
Z

然
る
に
そ
れ
は
次
の
如
く
勢
働
者
一
人
常
り
の
年
生
産
(
左
遁

方
程
式
に
書
き
現
は
さ
れ
て
ゐ
る
。

は
努
賃
と
利
子
と
の
和
(
右
遁
)
に
等
し
い
と
い
ふ

司

H
Z
r
や
)

-

〈

】

)

式
に
於
て
t
は
迂
回
生
産
の
期
聞
記
っ
て
平
均
投
資
期
間
は
士
、

P
は
第
働
者
一
入
賞
り
の
年
生
産
、
ー
は
者

者
一
入
賞
り
の
年
接
一
賃
、

Z

は
年
品
目
回
り
の
利
子
歩
合
で
あ
る
。
既
越
の
知

t
pは
t
の
画
数
、
然
も
ぞ
の
形
ち
行

げ
は
既
知
の
画
数
で
あ
る
ο

~コ

11 

問
( 

丹

‘d 

，...， 
b也

、・〆

山
駅
-
イ
タ
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

七
O
E

第
五
披

。

3) J比の動については、高田博土、「新勢銀基金設についてJ(経済論叢第三十八
巻第六焼〕参照。僧グイグゼルがり:力アドウの地代論に聖母し主テュ-:f."的
形惑に於げる毅皐的表現i'奥へてゐ品ごとに主主意書れ皮い。(UberWert， SS. 
neldzm‘， S. 18， 25・
Ui町 Wert，S. 96 高田博士、「利 f~:?p寸暑の理論」、〈経理与論議、第三十五巻、 p.
484-485・)



r
f
ク
ぜ
仙
の
白
同
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

セ
O
六

第
五
競

一

月

U
四

従
っ
て

Y

N

は
t
の
醐
敷
と
な
る
か
ら
、
以
下
に
於
て
は
t
の
み
を
濁
立
趣
教
と
し
て
取
扱
ふ
で
あ
ら
う
。

今
の
場
合
土
地
の
用
役
は
無
秘
さ
れ
て
ゐ
る
巴
且
亦
、
紋
上
の
知
〈
同
一
種
紙
の
完
成
財
生
産
に
役
立
つ
限
り
、
如
何
な
る
完
成
段
階
に
あ
る

回
制
蜘
営
色
凡
て
同
一
企
業
主
肴
倣
さ
れ
る
か
ら
、
生
産
物
全
個
が
勢
貨
と
利
子
と
に
解
輸
す
る
課
で
あ
る
。

ペ

1
ム
は
ぞ
の
利
子
歩
合
決
定
の
珂
論
に
於
て
企
業
者
と
資
本
家
と
を
同
一
人
格
ム
」
暇
定
し
、
こ
れ
に
叫
労
働
者

，~ 

撃す
_.ι 
お
も「
町て

ゐ
る
o 

ゲ
ィ
ク
J
t
y

も
亦
此
の
限
定
を
採
り
、
疋
に
持
賃
の
高
さ
を
一
定

2
恨
定
す
る
。
此
の
暇

結
の
下
い
い
於
刊
し
利
子
山
中
棋
大
の
斜
じ
以
北
間
生
産
期
間
砂
ど
れ
μ

い
け
に
掛
つ
れ
ら
い
い
か
、
と
い
ふ
問
制
吋
微
分

法
に
依
り
き
知
〈
解
決
さ
れ
れ
o

帥
ち
川
の
雨
透
名
分
し
て
、
ぞ
れ
に
於
て
が
u
o

と
置
け
ば
い
い
。
従
つ

て
、
利
子
率
極
大
の
魚
の
必
要
保
件
は
次
式
に
表
現
き
れ
る
。

司令

凶 1N

_ y  
J 

〆'
，0.'. r， 

以
上
教
ペ
セ
限
り
に
於
て
は
、
勢
貨
が
奥
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
利
子
率
の
極
大
は
求
め
得
な
い

こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
此
の
こ
と
を
示
す
僑
に
ず
イ
ク
ゼ

Y
の
幾
何
皐
的
説
明
を
用
び
ょ
う
。

@ 

固
に
於
て
横
軸
に
は
t
縦
軸
に
は

P
及
び

v
が
と
ら
れ
る
。
今
回
)
H
司
令
)
の
圃
解
線
を
描
〈
。

(
此
の
間
解
線
の
性
質
は
既
惑
し
た
が
、
倫
此
の
圃
に
つ
い
て
、

明(同

)
1
司(目

1
p
m
)
V
司、
3
E
V
司令
+

P
こ
l
足
。
な
る
こ
と

を
見
ら
れ
度
い
。
)
今
縦
軸
上
に

cru-
な
る
様
鈷
L
e
e
取
り
、
L
よ
り
目
】
H
H
岡
山
戸
丹
)
の
圃
解
腺
に
切
線

F

の
横
座
標

を
引
〈
。

今
此
の
切
黙
を
司
と
し
、
。
噌
が
横
軸
と
交
は
る
鮪
を

A

と
す
る
。

C
〉
は
利
子
が
単
利
計
算
に
於
て
そ
の
ま

(。

ο)
は
利
子
産
・
を
極
大
な
ら
し
め
る
生
産
期
間
、

'.25-126.) 
uuer Wert， s. 99 6) 



叫

時

ま
積
立
ら
れ
た
と
し
て
元
金
の
二
倍
に
な

j
ま
で
の
期
間
で
め
る
。
。
〉
H

叫

・

J
N
H
q阿
而
し
で
か
く
の
如
〈

に
し
て
定
め
ら
れ
た
利
子
率
が
極
大
で
あ
ム
。
此
の
圃
式
表
示
か
ら
、
勢
貨
が
定
ま
ら
ね
ば
利
子
率
の
極
大
な
る

結
は
求
め
得
ぬ
こ
と
が
容
易
に
明
か
に
さ
れ
石
。

こ
れ
ま
で
吾
々
は
特
定
の
企
業
若
〈
は
産
業
部
門
を
問
題
と
し
て
来
た
。
今
暫
〈
此
の
恒
定
を
維
持
し
、
そ
の

上
に
此
の
産
業
部
門
に
使
用
さ
れ
る
資
本
穂
数
民
及
び
勢
働
者
数
A
が
一
定
で
あ
る
と
し
よ
う
。
柑
労
働
者
一
入
賞

り
の
投
下
資
本
は
平
均
し
て
引
で
あ
石
か
ら
、

，、

I?> 
門戸

然
る
に
何
と
問
と
か
ら
z
を
畑
中
均
し
で
、

同

V
H
r
l
品川一河川

1

・
・
・
・
:
・
・
・
-
・
:
;
-
-
:
:
-
-
-
:
・
:
:
:
・
・
・
《
出
)

角
同
門

市
民
に
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ー
を
拘
に
代
入
し
て
・

h

，

包

7

阿

H

i
ド
令
官
J

鳴
い
こ
-

a

且
問
、

(

由

〉

苦
々
は
向
と
向
と
か
ら
t
及
び

P
を
如
り
、
夏
に
f

N

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
く
て
「
若
し
該
産
業
部
門
内

部
に
於
て
現
存
資
本
穂
積
及
び
使
用
勢
働
者
総
数
が
不
盤
な
る
大
い
き
で
あ
る
場
合
に
は
、
吾
々
は
撃
に
努
賃
・

利
子
歩
合
・
生
産
期
間
の
長
さ
(
此
ω
長
さ
は
同
一
産
業
部
門
内
部
で
は
近
似
的
に
同
一
と
仮
定
し
得
る
)
聞
の
桂
上
の
如
き
比
例

閥
係
を
確
め
得
る
の
み
で
な
〈
.
そ
の
上
に
そ
の
大
さ
ま
で
色
知
名
こ
と
が
出
来
か
。
」

山
ソ
イ
グ
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
+
九
巻

第
五
鏡

一O
五

七
O
七

7) 此の説明についではむberWert， 5S. 9';"--'99高岡博士、「勢銀と利子」、(経済
論議、第三十七巻、 pp.6'5-626.)参照。
む出r¥Yert， S. 10I 8) 



ず
イ
ク
ゼ
ん
の
自
然
利
子
論

第
五
時
弧

O 
ノ、

第
一
二
十
九
巻

t
O
A
 

然
し
乍
ら
特
定
の
産
業
部
門
に
使
用
さ
れ
る
勢
働
者
総
数
及
び
資
本
総
額
が
一
定
で
あ
る
と
い
ふ
偲
定
は
、
持

賃
・
利
子
歩
合
の
決
定
に
は
必
要
で
め
る
に
し
て
も
鈴
り
に
も
非
現
宜
的
で
め
る
。
五
日
々
は
以
上
の
偲
定
を
一
歩

現
寅
に
近
づ
け
る
魚
に
園
民
経
済
会
瞳
を
考
へ
ょ
う
。
繰
返
し
述
べ
た
る
如
く
か
か
る
前
提
の
下
に
於
て
は
勢
働

者
鯨
敢
及
び
資
本
綿
額
は
誼
倒
的
に
所
典
と
者
倣
す
る
こ
'
と
が
出
来
る
。
か
く
て
、
吾
キ
は
勢
質
。
利
子
歩
合
並

rF 

j12 
恒1
~~: 
i歪
期
間
ι) 

目義

的
決
淀:
σ) 
オ誌
の
;tj 

1E1 
:j~~ 
~m. 
絹t
~t) 

得
る

所
で
以
上
銭
ぺ
た
所
は
ベ

1
ム
の
利
子
歩
合
決
定
の
珂
論
の
数
理
化
に
他
な
ら
ぬ
が
、
此
の
場
合
、

ペ

l
ム
に

劃
し
て
ザ
ィ
ク
ゼ
U
F

は
次
の
二
鮪
か
ら
こ
れ
を
修
正
し
て
ゐ
る
。
此
の
何
れ
も
極
め
て
注
目
に
値
す
る
。

ペ

1
ム
で
は
園
民
極
構
内
部
に
於
て
凡
て
の
生
産
部
門
が
同
一
生
産

力
を
有
し
且
つ
迂
回
生
産
の
期
間
延
長
に
よ
っ
て
生
産
力
は
凡
て
同
一
速
度
で
増
加
す
る
と
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

先
づ
一
般
均
衡
論
へ
の
磁
展
で
あ
る
が
、

換
言
す
れ
ば
綾
上
の
方
程
式
組
織
に
於
て

t
は
凡
ゆ
る
産
業
部
門
を
通
じ
て
共
通
で
あ
る
。
然
し
闘
民
経
持
金
瞳

が
問
題
で
あ
る
場
合
か
か
る
椴
定
は
恋
意
的
で
あ
っ
て
、

同
『
叩
門
司
〉
=
E
V
E
口
問
と
し
て
し
か
許
き
れ
な
い
。
吾
々

は
此
の
偉
定
を
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
此
の
恒
定
を
捨
て
る
に
し
て
も
、
経
樺
的
数
量
相
互
間
の
画
数
闘
係
の

一
義
的
決
定
を
否
認
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
以
下
ゲ
イ
ク
ゼ
Y
の
一
般
均
衡
論
を
遮
べ
よ
れ
。

商
品
の
種
類
は

y
m
p
ω
:
:
・
=
線
計
n
個
あ
る
と
す
る
。
以
下
現
は
れ
る
塾
教
は
そ
れ
が
属
す
る
商
品
の
種
類
に

ア
凶

ω
・
・
・
:
コ
の
山
口
訟
討
を
附
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
〈
例
へ
ば
r
-
J
:
・:Er--r:・・
-P
一F
-
F
:
:・同乙。

臆
じ
て

工
既
知
数
。
嘗
該
園
民
極
構
に
典
へ
ら
れ
た
勢
働
者
総
数
・
土
地
面
積
・
資
本
総
額
を
〉
-
F
H内
で
現
は
す
。

〆‘、

むherWett， SS.ロ8-136・以下の方程式組織はずイ?日ルが指示した方針に
則って私が作成したものである。

9) 



m
U
未
知
数
。
各
産
業
部
門
に
使
用
き
る
る
勢
働
者
組
数
・
土
地
面
積
・
資
本
総
額
を
夫
冷

〉
丁
〉
E
:
:
〉回一一回ヒ

商の種

p
t
r
接

nでつ従

国
守
:
・

-F一
F-F--
・

:F-
と
し
、
勢
働
者
一
人
常
h
ノ
の
使
用
土
地
(
草
位
へ
ク
タ

l
y
)
を

F
L
F
-
F
迂
回

商
品
の
相
針
債
格
を

生
産
期
聞
を
f
・
p
・

-
E
F
努
働
者
一
入
賞
り
年
生
産
を
-
t
・
3

目
》

= 、.

同
叶

4

・H
円一

N.--.

賃
・
地
代
(
一

ヘ
ク
タ

l
y
営
り
)
・
利
子
歩
A
H
を
一
切
了

N
E
す
る
。
未
知
数
は
令
計
山
口
十
口
十
=
+
=
十
(
ロ
|
国
)
十

ω
H
J
F
+
ω

個
あ
る
。

、、，，
J町

方
程
式
。

/，E

、
川
一
都
働
者
一
入
賞
ち
の
年
生
売
は
営
謀
産
業
部
門
の
生
産
期
間
の
剛
数
で
あ
る
が
、
亦
持
働
者
一
人
が
他
用
す

。
山
土
柏
町
新

ω酬
数
で
も
め
あ
。
(
U
V

イ
ク
ゼ
ル
は
農
業
部
門
の
み
な
ら
す
、
杢
産
業
部
門
に
つ
い
て
此
の
こ
と
営

恒
定
し
て
ゐ
る
。
)
方
程
式
数

n
。

b
M
H
3
(
f
-
r回

)

」

P
H
3
(
月三
J
)

F
同

J
M
H
F
f
(
F
L
J
-
)

)
 

-
1
 

・1/t
、

h

，』
+
k
t
時
十
・

E
-
:
:
+〉
-
w
H
〉

】

r
+出
向
十
・
:
:
:
・
-
-
十
回

-
-
H
巴

(
方
程
式
数

3
)
。

同
園
寸
甲
川
崎
?
・
・
・
・

:
+
R
E
H
R

め
こ
れ
ま
で
生
産
費
か
ら
地
代
は
度
外
組
き
れ
て
ゐ
た
が
、
改
め
て
こ
れ
を
取
入
れ
、
費
用
法
則
を
次
の
方
程

式
に
書
き
現
は
す
。
(
方
程
式
数
日
)
。

ず
-
イ
す
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
五
披

O 
-じ

第一一一十九巻

七
O
九

商品の一ワ(ここでは第 n種のそれ)(:t.慌l
にワいて、 n-I伺の相豊f債格しか宰しない。

10) 



ず
イ
ク
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
丸
巻

七

O 

第
五
競

O 
i¥. 

3
3
H
(
-
F

・
?
?

一PL
T
H
(
-
F
L
4
3
+
札
1
)

イ
即
日
(
ア

T
F
4
2
+
W円
)

川
上
症
と
同
方
針
の
下
に
利
子
苧
乞
極
大
な
ら
し
め
る
迂
回
生
し
産
期
閉
そ
費
用
方
程
式
仰
に
於
て
求
め
る
。
但

し
此
の
場
合
戸
川
口
C

口
弘
・
と
宥
倣
3
れ
4

0

.

(

方
程
式
数
日
)
。

叉
ケ
「
も
前
と
同
様
に
所
輿
で
あ
る
。

--、圃園町関陣-'.

a、1ω: 自

5"1;;:> で
回目〉

. -μJ 

戸三 Il 
+ー{
:7 
~ ~ 

t 

t:-:>i N 凶:~~ 

付
同
様
に
し
て
利
子
牢
を
都
大
な
ら
し
め
る
土
地
集
約
度
を
求
め
る
。

(
方
程
式
数
n
)
。

，圃圃国・-、醐圃圃圃園、

F!7;JE 
t:7'!"O 

11 ・-.-
叫

十~二

回Ifム
、，.，. L_j ~ 

、J

(vi) 

回一ア

H
I
目
1

-

.

〉

掴

園

内

e

・

-

民

国

;

l

1

 

-
z
=
!ー
〉
問

(
方
程
式
数
n
o
)

一
刊
各
産
業
部
門
に
使
用
さ
れ
る
資
本
は
そ
こ
に
使
用
き
れ
る
努
働
者
・
地
主
を
迂
回
生
産
の
期
間
中
の
二
分
の



一
を
養
ふ
に
足
る
。
(
方
程
式
数
n
)
。

P・E・-内・・ー-
円:問
自

1I 

'+~日I-~
2Z212 
国

Z.71 
':z _'"'"' 

占L

一川

7
3
N

が
典
へ
ら
れ
れ
ば
個
人
の
所
得
が
輿
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
家
計
の
均
衡
を
示
す
方
程
式
と
限
界
放
用

の
均
等
を
一
不
す
方
程
式
と
か
ら
各
個
人
に
つ
い
て
の
各
商
品
に
封
す
る
需
要
数
量
が
導
か
れ
る
。

こ
れ
よ
り
各
商

同
叩
に
卦
す
る
枇
合
的
組
需
要
が
知
ら
れ
る
が
、
今
こ
れ
を

Z
-
F・
;
F
】
と
し
よ
う
。
然
ら
ぱ
、
均
衡
朕
態
に

於
一て

は
fL 

Z7忌て
1:71 3日
1/ : ;;. 占島

p:31Jt 
1 ~】供
31・給

号事
LI 

4議:

，ど

L ノ¥ヘも

F 

ー

P 

-
次
ベ
一
か
将
ら
れ
る
。

「
付
J
B千
件
九
回

4
1
4

Y
L
Y
ヰ
中
二

tp

個
)

0

方
程
式
は
組
一
計
ロ
+
ロ
+
コ
+
ロ
+
=
+
=
+
(
コ
l
H
)
+
ω
i
H
g
+
ω
で
め
っ
て
、
未
知
数

に
等
し
い
一
q
M阻
系
は
ヤ
義
的
に
定
ま
る
。

第
二
に

7
2
2
?中円
Y
L
T
J「
)

に
代
入
し
た
結
果
に
つ
い
て

利
子
率
の
極
大
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ぺ

l
ム
の
顧
み
な
か
っ
た
、
問
題
の
二
義

1

昨

日

内

怯
」
を
義
見
し
た
。
?
!
叫
l
従
っ
て

=
H
iー
に
於
て
、
右
迭
は
明
か
に
常
数
で
あ

る
か
ら
.
此
の
場
合
迂
回
生
産
期
間
の
幽
教
と
し
て
の
勢
賃
は
近
似
的
に
は
℃
〉
∞
げ

な
る
圃
解
線
に
示
す
如
き
動
き
を
辿
か
、
却
も
そ
れ
は
t
の
増
加
と
共
に
翠
調
に
遮
減

。

グ
司
タ
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

、第一一一+九巻

第
五
惜
別

O 
:J~ 

-I!: 

11) Uber Wert，: ~S. 103;";"105・高田博士、「知県 1:利子」、(前出)pp. 26-27-r勢
カな〈しでは利干なしkいム理論J(前m，)参照。

12) これが座標軸を淘配線とする直角双曲線?あ名と主はL、ふまで色ない。



ず
イ
ク
ぜ
ル
の
向
一
然
利
子
議

第
三
十
九
巻

第
五
時
叫

。

七

し
て
行
く
。
他
方
に
於
て
股
盆
曲
線
は
迂
回
生
産
の
期
間
延
長
と
共
に
、
国
解
線

可

t。
が
一
不
す
如

t
単
調
に
檎

加
を
顧
け
る
。
従
っ
て
‘
利
潤
は
此
の
牧
盆
曲
線
と
捧
賃
曲
掠
と
の
巾
、
印
ち
岡
解
線
己
品
。

と
し
て
現
は
れ

一
鈷
L

に
初
ま
っ
て
無
限
に
単
調
増
加
佐
繭
け
る
。
か
か
る
利
潤
曲
綿
に
於
て

極
大
な
る
枯
を
求
め
得
.
ぎ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
3
0

る
。
此
の
巴
話
。

は
横
軸
上
の

ゲ
ィ
ク
ゼ
戸
は
こ
れ
に
よ
っ
て
ベ
!
ム
の
利
子
論
の
成
立
ψ

伊
示
口
定
し
よ

3

フ
と
し
た
の
で
は
な
い
o

F

，

-

p

b

へ
〉
」
十
戸
叫
J
L

ゲ
ィ
ク
ピ
中
一
、
ト
ι
冗
一
ギ
由
、
山
内

H

l

u

-

d

J

r

v

i

t

t

 

然
し
乍
ら
、

な
る
1

方
程
式
が
活
時

f
る
所
は
、
一
切
の
都
働
と
一
切
の
土
地

L
¥
仙

方
に
於
て
一
切
の
資
本
が
使
用
さ
れ
ん
こ
と
を
求
め
て
居
h
，
、
而
し
て
多
か
れ
少
か
れ
完
全
に
使
用
さ
れ
て
居
忍

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
」
自
由
競
争
の
制
度
下
に
あ
っ
て
は
個
冷
の
資
本
家
乃
至
企
業
者
は
努
賃
・
地
代
に
劃
し
て

完
全
に
無
力
で
あ
る
斗
彼
は
流
れ
に
順
ほ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

分
で
は
あ
る
が
。
」

に
だ
彼
自
身
此
の
謹
ら
ひ
難
き
カ
を
持
つ
流
れ
の
一
部

五

最
後
に
、

こ
れ
ま
で
紹
介
し
分
析
し
来
っ
た
ザ
イ
ク
ゼ
Y
の
利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て
忍
見
を
開
陳
し
て
見
度

い
と
思
ふ
。

一
帯
態
概
念
。

〆，‘、
「
凡
そ
異
却
で
あ
る
限

h
ぞ
れ
は
静
態
に
於
て
も
動
態
に
於
て
色
其
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
動
態
的
謹
明

が
真
理
で
な
い
こ
と
を
示
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
肢
に
静
態
的
に
も
兵
珂
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ふ
。
」
と
主
張
し
て

ずへ
l
ム
は
明
確
に
理
論
経
棟
前
四
千
に
於
け
る

ω
E
F
と
】
)
3
5
E
r
と
の
分
業
的
研
究
を
却
け
、

渡遁孫一郎・久武雄夫rJ~~寄与耳への!教撃の臆用J (岩波搬皐講座)P.70以下参照。
Geld".lDs， S. 121. 
Geldzins， S. 142， Uber Wert， S. lI05， 108. 
Profe凶 orClarks Lt'luen uber Kapital und Kap:itaJ lzims， 
::;chriflen， 2ter Bd， :;S. 498-499・

Uber Wert， SS. 139-140 
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司
ふ
必
守

q
u
x

-
-
z
 
2) 



ゐ
る
。
之
に
反
し
て
ゲ
イ
ク
ザ
Y
は
此
の
匝
加
を
是
誕
し
て
「
園
民
経
済
的
誘
力
の
均
衡
」
を
取
扱
ふ
静
態
理
論
と

「
此
の
諸
力
の
墾
動
の
結
果
生
宇
る
均
衡
の
揖
説
」
を
取
扱
ふ
動
態
調
論
と
の
直
別
を
主
張
す
も
し

ゲ
ィ
ク
ゼ

Y
自

身
静
態
艦
梼
な
る
語
を
、
時
と
し
て

ゐ
石
。
差
し
新
し
き
生
産
方
法
の
竣
見
色
、
そ
れ
が
賞
現
に
は
そ
の
貨
現
老
可
能
な
ら
し
め
る
客
観
的
保
件
が
具

備
さ
る
る
こ
と
を
要
し
、
従
っ
て
生
産
は
多
〈
の
場
合
極
め
て
徐
φ

に
し
か
接
化
せ
ざ
る
結
果
、
岡
氏
経
梼
の
徐

ム
午
な
る
接
達
、
麓
動
の
連
頑
性
eT
偲
定
し
得
る
か
ら
で
あ
ふ
。
然
し
岡
民
経
済
の
畿
誌
が
念
激
仁
行
は
る
る
場
合

町一=巾ロロ『}山口内田町岡田口巾可「
om『目印色。=
己
目
「
の
向
山
内
-rnEP
と
同
義
に
用
ひ
て

に
は
此
の
偲
定
は
近
似
的
に
す
ら
妥
営
し
拝
な
い
。
落
に
静
態
理
論
の
補
完
と
じ
て
動
指
浬
論
が
要
求
3
れ
る
根

捕
が
め
る
。

と
v
」
ろ
で
、

ザ
イ
ク
ゼ

Y
が
「
静
態
経
済
に
於
て
色
流
通
資
本
の
利
子
歩
合
は
疑
ひ
色
無
く
、
正
に
よ
り
長
期

決
定
さ
れ
ふ
」
と
主
張
す
る
の
を
聞
〈
と
き
、
利
子

の
生
産
方
法
は
よ
り
有
利
で
あ
る
と
い
ふ
理
由
か
ら
し
て

動
揺
畢
設
の
存
在
を
知
名
者
に
は
、
「
静
態
に
於
て
何
故
利
子
炉
消
滅
し
な
い
か
」
と
い
ふ
疑
問
を
禁
じ
科
な
い
で

あ
ら
う
。
ゲ
イ
ク
ゼ
Y
は
此
の
問
題
に
劃
し
て
積
極
的
解
答
を
奥
へ
て
ゐ
な
い
。
ぺ

l
ム
に
於
て
は
、
(
そ
の
是
非
は

菅
、
措
い
て
〉
評
債
過
程
の
分
析
か
ら
し
て
「
資
本
家
が
自
己
の
よ
り
強
力
な
経
済
的
地
伎
を
利
用
し
て
以
て
借
主

の
持
来
の
所
得
の
一
部
分
を
自
己
の
所
布
に
臨
せ
し
む
る
」
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
、
か
〈
て
以
上
の
問
題
が
一
膳

解
決
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、

ベ
l
ム
の
第
三
根
擦
の
み
か
ら
利
子
形
成
機
構
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
ザ
イ
ク
ゼ

y

の
試
み
は
此
の
問
題
に
於
て
行
詰
ら
な
い
で
あ
ら
う
か
。

V
イ
ク
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巷

七
一
三

第
γ

息
抜

Uber Wert， S. 87・
Uuer '" ert. S. 92 ~.イタぜルの此の主張と関連しで Schumpcter， Theorie 
der wi山.Entw.. S. 1 .1 9 の所論 {e比較~~~れた b、。
むher\V~rt， S~ 139・
これはワルヲ Z の、利子歩舎決定の傍ド:1主静態fil!簡の考察から利子附資本財
が新たに生産され昌準歩的経務の考察;じ赴かねばならぬといふ主張の批評

3) 
4) 



第
三
十
九
巻

夏
に
此
の
匙
を
詳
細
に
考
へ
ょ
う
。
一
方
日
於
て
は
蹄
属
が
、
他
方
に
於
て
は
競
争
が
、
そ
れ
自
憶
と
し
て
は
中
間
生
産
物
に
過
ぎ
ね
資
本
に
附

着
せ
る
利
子
を
繕
え
千
低
下
せ
し
め
、
引
い
て
は
こ
れ
合
掛
削
減
の
危
険
に

5
ら
す
。
夫
故
仁
、
利
子
輸
を
此
の

N
E
E
E
E呉
研
品
目

F
E
M
E
か
ら
救
ム

こ
と
に
ベ

1
A
の
努
カ
は
誌
が
れ
て
ゐ
る
。
ベ

I
ム
に
於
て
資
木
は
、
過
去
の
曲
労
働
及
び
土
地
給
付
の
結
果
に
し
て
同
時
に
完
成
途
上
の
消
褒
財
と

考
へ
ら
れ
て
は
ゐ
る
も
の
の
、
迂
回
生
産
が
時
間
上
の
犠
牲
を
件
ふ
と
い
ふ
不
利
金
な
半
面
が
地
盆
増
加
と
い
ふ
有
刺
な
半
面
と
、
常
に
陰
の
形
に

そ
ふ
如
く
不
可
分
な
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
年
年
闘
民
経
済
に
提
供
き
れ
る
木
原
的
生
産
力
が
、
連
繍
的
迂
同
生
産
過
程
ド
於
で
は
、

現
在
財
の
生
産
の
鴛
に
用
ひ
ら
れ
中
、
将
来
財
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
が
、
然
し
か
か
る
連
繍
的
生
産
過
程
じ
於
て
す
ら
色
、
将
来
財
の
現
有
財
〈

の
成
熟
と
い
ム
ご
主
は
空
し
き
時
の
経
過
に
於
て
戸
資
本
を
放
慢
し
た
ま
ま
)
行
は
れ
得
る
識
で
は
な
い
1

。
従
っ
て
牧
盆
と
所
得
と
合
同
時
化
寸
品
考

へ
は
持
品
目
、
れ
が
、
生
産
手
段
が

l
h高
次
の
生
産
段
階
日
於
t
投
下
割
れ
れ
ば

3
れ
品
科
、
凶
mm拭
財
伺
柑
肌

?r
り
M

阿
脱
出
れ
り
山
部
分
が

J
h多
〈
制

引
き
ね
る
d
J
却
も
ベ

1

ム
に
於
て
は
先
づ
消
貨
財
か
ら
中
間
生
産
物
に
向
げ
て
債
値
が
そ
の
生
産
的
機
能
の
故
に
蹄
周
き
れ
、
而
し
で
各
完
成
段
階

毎
に
各
企
薬
者
が
、
(
償
値
許
恨
の
相
違
に
封
懸
寸
る
財
の
段
階
的
償
値
増
加
の
結
果

E
し
て
、
)
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に

ず
イ
ク
迂
ル
に
於
て
は
か
か
る
事
情
は
全
然
願
み
ら
れ
宇
、
個
々
の
盆
産
段
階
(
殊
に
中
間
生
産
物
の
そ
れ
)
に
於
て
何
故
に
利
潤
が
生
宇
る
か
は
全

t
不
明
で
め
る
。
夫
故
に
、
俄
に
消
費
財
生
産
部
門
に
於
げ
品
利
子
は
説
明
し
符
る
じ
し
て
も
.
皐
産
財
住
産
部
門
じ
於
げ
る
そ
れ
は
少
し
も
説
明

さ
れ
て
ゐ
な
か
と
も
一
E

へ
ょ
う
。
彼
は
同
一
種
類
の
消
費
財
を
生
産
す
る
産
業
部
門
が
夫
々
別
個
の
企
業
に
属
す
る
場
合
を
考
へ
て
は
ゐ
る
州
、

の
勤
に
闘
す
る
説
明
は
全
然
な
い
。

ず
イ
ク
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

じ

問

第
五
就

吾
ι
f

は
前
節
に
於
て
ベ

l
ム
の
利
子
歩
合
論
を
ヲ

Y
-
ア
ス
の
方
法
に
な
ら
っ
て
、

一
つ
の
一
般
均
衡
論
に
ま
で

展
開
し
た
0

・
此
の
一
般
均
衡
論
は
べ
!
ム
の
迂
回
生
産
論
(
卸
ち
前
貸
し
麗
糟
の
想
定
と
迂
回
生
産
の
牧
盆
法
則

と
)
に
立
脚
す
る
鈷
に
特
徴
を
有
す
る
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
吾
今
は
、
資
本
数
量
が
一
定
せ
る
場
合
成
立
す
る
一

般
均
衡
は
利
子
を
含

U
こ
と
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
然
も
か
か
る
均
衡
は
一
義
的
に
決
定
せ
ら
れ
、
且
安
定

性
を
有
す
る
以
上
、
競
宇
が
そ
れ
を
超
え
て
進
行
し
、
そ
れ
が
矯
に
利
子
が
消
滅
す
る
に
到
る
こ
と
は
あ
り
え
な

い
V

替
で
あ
る
果
し
て
然
ら
ぽ
、
こ
れ
が
教
上
の
問
題
に
卦
す
る
其
の
ヴ
イ
ク
ゼ
Y
的
解
答
で
あ
り
、
利
子
の
非 此

である。 (UberW円 t，S. 142.) 
高田博士、「時差就農書」、〈経済論議、第三十五巻、第5・5曲Dpp 叶 26::-28.
I.indberg， D.e Kapltalzinstheorie Hdhm.B.werks， Z剖 i';.i: N. O. IV. 4. s. 
502. Ei ne strittigen Fragen. a. a. O. SS. 288-289市 B品l、m ~;t t: ~で Dit..cl
及ぴ針。lznanが Bohm の草1)子論に封じτ持取耽の演賞的承認でめると批
評したのを援用して、被が所有閥係より生守る勢方自日1保守認めてゐる創設と
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消
滅
的
性
質
は
こ
れ
に
よ
っ
て
論
誼
せ
ら
れ
弓
で
あ
ら
う
。

i
i然
し
乍
ら
、
此
の
場
合
蹄
屈
に
よ
る
費
用
法
則

の
貫
現
(
シ
ム
ぺ

l
タ

l
的
意
味
に
於
け
る
そ
れ
)
と
い
ふ
こ
と
は
如
何
に
説
明
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
。
又
、
ヴ

イ
ク
ゼ

Y
は
ベ

1
ム
の
第
一
根
接
、
第
二
根
壌
に
資
本
供
給
の
制
限
を
見
出
さ
う
『
と
す
る
が
、
資
本
形
成
は
常
に

有
償
的
に
し
か
行
は
れ
ぬ
る
の
で
あ
る
か
、

E
う
か
。
此
等
は
次
に
蔑
さ
れ
た
る
問
題
で
あ
る
。

コ
資
本
財
と
賃
料
財
と
の
区
別
。
私
見
を
以
て
す
れ
ば
迂
回
生
産
の
期
間
延
長
に
よ
っ
て
生
産
物
数
量
が
増
加

す
る
の
は
多
〈
の
場
合
固
定
的
に
し
て
長
期
持
蘭
的
な
る
設
備
の
使
用
に
よ
る
。
ベ
!
ム
志
亦
迂
回
生
産
の
期
間

延
長
の
代
表
的
な
例
と
し
て
「
凡
ゆ
る
種
類
の
生
産
袋
置
・
建
物
・
機
械
・
道
具
。
軌
傑
・
枕
木
等
ム
ザ
の
堅
固
な
窓
設
」

伝
翠
げ
、
此
の
場
合
一
也
間
生
産
の
期
間
延
長
の
本
質
を
最
色
明
瞭
に
推
知
し
得
る
と
し
て
ゐ
恥
。
グ
ィ
ク
ザ
戸
白

r
材
'
b
・
耶
附
一
捕
の
如
〈
此
の
試
献
の
説
明
を
試
の
て
ゐ
る

J

果
し
て
然
ら
ぱ
所
謂
資
本
の
生
産
力
(
迂
回
生
産
の
期
間
延
長
に
よ
る
収
金
増
加
)
と
い
ふ
こ
と
は
、
資
本
財
に
つ
い
て
よ

り
色
賃
料
財
に
つ
い
て
よ
り
よ
〈
妥
営
す
る
で
あ
ら
う
。
卸
ち
資
本
の
生
産
力
に
劃
す
る
報
酬
と
し
て
の
利
子
は

資
本
財
に
蹄
せ
ら
あ
べ
き
で
は
な
く
・

賃
料
財
に
揖
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
勺

賃
料
財
は
地
代
類
似

の
所
得
の
原
泉
で
は
な
く
、

正
に
利
子
所
得
の
原
泉
と
看
倣
3
る
べ
き
で
は
め
る
ま
い
か
。

ヴ
ィ
ク
ゼ

Y
の
謂
ふ
如
く
園
民
極
構
の
襲
動
遁
桂
は
資
本
財
の
賃
料
財
へ
の
轄
化
に
よ
っ
て
特
償
づ
け
ら
れ
る
。

而
し
て
此
の
費
動
の
過
桂
の
考
察
に
営
つ
て
は
、
成
程
新
し
き
賃
料
財
の
生
産
は
資
本
財
数
量
一
定
と
し
て
、
恰

も
消
費
財
生
産
の
場
合
と
同
様
に
取
扱
は
れ
る
こ
と
が
遁
営
で
あ

L
、
且
つ
亦
此
の
場
合
賃
料
財
の
「
地
代
し
の
運

ず
イ
タ
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
鼻
音

第
五
按

一
一

七
一
五

してゐる。
P四fessorClarks Lehren u. s. w. a 日. O. S8. 467ー-478.
Einige strittige Frag"D. 88. 290-~9 J[. 
Pos. -Theor. S8. 374.-379. Pa;'f. Cla:rk. Lehre:n u. s" w. a.. a. o. S. 505・Jlt
の動では Bohmは搾政設の長所を留める。 (pos.Theor. S・375・)

9) 
10) 



Y
イ
ク
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

第
五
披

七
一
大

四

動
が
資
本
財
の
利
子
の
そ
れ
に
遅
れ
る
こ
と
も
認
め
得
ょ
う
。
然
し
乍
ら
結
局
賃
料
財
の
「
地
代
」
は
、
土
地
地
代

と
異
な
っ
て
、
早
晩
資
本
財
の
利
子
と
等
し
い
高
さ
に
落
着
〈
。
ザ
イ
ク
ゼ
wy

は
賃
料
財
を
錠
上
の
方
程
式
組
織

に
於
て
B
と
し
て
取
扱
ふ
こ
と
そ
主
張
す
る
が
、
か
か
る
取
扱
ひ
は
静
態
を
記
述
す
る
一
般
均
衡
論
に
は
不
遁
嘗

で
あ
ら
う
。
今
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
静
態
で
あ
っ
て
動
態
で
は
な
い
か
ら
、
資
本
財
と
賃
料
財
と
を
差
別
す

〈
同
誌
岡
県
.
・

H
3
.ム
F

ノ
、
ょ
、
。

J
V
E
-
-
1
T
P
~
n
i
j
V
3
1
2
1
l‘4
1
r
'
L
U
 

ゲ
イ
ク
ゼ

Y
は
、
方
程
式
組
織
を
以
て
べ

l
ム
の
利
子
歩
合
論
を
一
般
化
し
た
鮪
に
於
て
は
、

ペ
l
ム
と
ワ
u
y

-
プ
ス
と
の
綜
合
的
援
展
者
と
し
て
不
滅
の
功
績
を
有
す
る
が
、
彼
が
ペ

I
ム
に
加
へ
に
局
部
的
修
正
に
は
直
ち
に

首
肯
し
難
い
も
の
も
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
私
は
以
上
に
於
て
そ
の
一
端
を
述
べ
た

U

尚
グ
イ
ク
ゼ

Y
の
動
態
的
貨
幣
利
子
は
結
局
静
態
的
自
然
利
子
の
束
縛
を
破
h
ノ
梓
な
い
と
い
ふ
見
解
よ
hJ
、
帯

態
利
子
設
の
論
謹
を
導
き
出
し
得
る
が
、
此
の
鈷
に
立
入
る
こ
と
は
飴
り
に
も
問
題
を
祖
雑
な
ら
し
め
る
か
ら
藷

に
は
論
及
し
な
い
。

正
誤
表

九
七
頁
本
文
第
四
行
「
時
に
」
ヲ
「
特
に
L

品
改
ム
。
一
一
四
頁
木
文
第
九
行
「
認
め
て
ゐ
る
」
ヲ
「
認
め
て
ゐ
る
」
て

又
同
頁
下
欄
脚
註
ノ
番
披
「
り
「
の
『
円
リ
ヲ
夫

t
「
め
「
勾
「
り
=
改
ム
。

2
」

2
」

2
」

2
」

2
」

2
」

本
誌
前
銃
所
掲

拙
稿
「
ず
ィ
タ
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論
(
上
V
」

Pos. Theor. S8. 378-379，街 Boh四は分業の下では間接に、封鎖経理事で
は直接に前貸が行はれると考へる。 (Pos.Theor. S.' 392.) 
Über~WerçS. 138. 
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